
～裏面もご覧下さい～
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箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボランティア、地域住

民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指導等の支援に取り組んでいます。

締切り迫る！（10月3日）

箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、「身近な森林(も

り)の再発見」をテーマとして、里山の再生・整備や森林環境教

育に主眼を置き、学校、森林ボランティア、企業、家族、友達な

どのグループが共同作業によって創作したデジタル写真の募集

を行っていますので多数の応募をお願いします。

詳しくはホームページをご覧いただくか、電

話・ファックスで資料をご請求下さい。

グループ対抗 里山デジカメ選手権写真募集中

～身近な森林(もり)の再発見！～

林野庁 近畿中国森林管理局

箕面森林環境保全ふれあいセンター・こだま通信

小中学校等の先生への森林環境教育支援活動を実施
～森林環境教育セミナーの開催～

８月５日（火）、大阪府箕面市の箕面国有

林において、箕面市、豊中市、池田市の小

中学校等の初任の先生等（２６名）を対象に

「森林環境教育セミナー」を開催しました。

このセミナーは、学校教育における森林環

境教育の導入を推進することを目的として、

箕面市教育委員会との共催により、京都大

阪森林管理事務所の協力を得て、以下のプ

ログラムにより実施しました。

①講義

講師：山下宏文氏(京都教育大学教授)

「森林環境教育の重要性と進め方」

②間伐作業体験

③自然観察を兼ねたネイチャーゲーム

④間伐木を用いた丸太切り、木工クラフト

⑤ふりかえり



山下宏文氏の講義概要は以下のとおりです。

１．森林環境教育の重要性とあり方

＊ 森林環境教育の背景

●日本の危機的な森林状況とその打開

●地球温暖化の進行と温暖化効果ガスの排出削減

●「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」

（環境教育推進法）の施行

●こどもの心の問題への取り組み

２．学校教育における「森林」の扱い

＊ 求められる教材とは

●美しい森林を実感できること

●現実の森林の様子が具体的にとらえられること

●生活と森林との「かかわり」が具体的にイメージできること

●日本人と森林とのかかわりが見えること

●体験をうながすことができること

３．森林環境教育の三つのポイント

●「体験の場」としての森林

→「森林」が豊かな体験を提供する場となること

●「知る場」としての森林

→「森林」が正しい知識を得る場となること

●「かかわる場」としての森林

→「森林」がかかわりをつくりあげていく対象となること

参加した先生からは、「講義もわかりやすく、体験学習もアイデアに富んで

いた」、「初めての体験で仕事の意義が少しでも実感できた」、「自分が知らな

いことをクイズ形式で教えていただいたのが良かった。子どもに対する指導で

も使えそう」、「自分たちで伐った木を使っての木工が良かった。愛着がわい

た」、「クラスの子どもを連れてきたい」などの感想が聞かれ、今後、児童・生徒

に対する森林環境教育の推進が期待されます。
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森林管理事務所への森林教室の支援
～養護学級の児童を対象とした森林教室の開催～

８月２３日（土）、大阪府箕面市において、

養護学級に在籍する児童（６７名）を対象と

した森林教室を京都大阪森林管理事務所と

当センターで実施しました。

一人の児童がヒノキの丸太切りを行ったの

をきっかけに１０名以上が親子で丸太切りに

挑戦しました。

また、円板やスギ端材に木の枝や松ぼっく

り、ドングリなどを貼り付けていろいろな動物

や人形を作ったり、木の枝でキーホルダーを

作ったりと、個性的な作品が多く見かけられ

ました。




